
 

船舶インシデント調査報告書 

令和４年１２月２１日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

インシデント種類 運航不能（舵脱落） 

発生日時 令和４年６月５日 ０９時３０分ごろ 

発生場所 和歌山県有田
あ り だ

市宮崎ノ鼻西方沖 

 紀伊宮崎ノ鼻灯台から真方位２７６°２.９海里付近 

 （概位 北緯３４°０４.７′ 東経１３５°０１.３′） 

インシデントの概要 プレジャーボート智和
ともかず

丸は、航行中、舵が脱落して運航不能となっ

た。 

インシデント調査の経過 令和４年６月１４日、主管調査官（神戸事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート 智和丸、１.５トン 

ＷＫ３－２４７６８（漁船登録番号）、個人所有 

第２５２－２５６０４号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 西南西、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 インシデントの経過  本船は、船長が１人で乗り組み、釣りを終えて帰港しようとしたと

ころ、操舵機を操作しても舵効が認められず、船長が船尾船底部を見

て、舵板がなくなっていることに気付いた。 

船長は、機関を操作し推力調整により帰港を試みたが、本船が思う

ような方向に航行できなかったので、自力での帰港を諦めて１１８番

通報した。 

本船は、来援した巡視艇により最寄りの有田市箕島漁港へえい
．．

航さ

れた。 

 本船は、本インシデント後に上架された際、船長が、腐食により直

径約６cmの鋼製中空軸の舵軸が折れていることを確認した。 

船長は、本船を平成２０年９月に新造船で購入し、年に５回、上架

して船底、推進器、舵の状況を点検しており、令和４年３月に上架点

検を行った際、舵軸に錆が発生して同軸が若干細くなっていることを

認めていたが、まさか折れるとは思っていなかったので、そのまま使

用していた。 

分析  本船は、航行中、腐食により細くなっていた舵軸が折れたことか

ら、舵板が脱落して操舵ができなくなり、運航不能となったものと考

えられる。 

 本船の舵軸は中空軸であり、上架点検時に同軸が細くなっていたこ



 

とから、船長の認識よりも腐食により強度が低下していたものと考え

られる。 

原因  本インシデントは、本船が、航行中、腐食により細くなっていた舵

軸が折れたため、舵板が脱落して操舵ができなくなったことにより発

生したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、舵軸の点検において腐食を認めた場合には、腐食の進行

度合い等、当該箇所の状態を把握し、必要に応じて交換するこ

と。 

 


